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川もり海もりプロジェクト
海と日本プロジェクト2018 子ども流域連携体験交流 新潟×長野×福島

かわ　　　　　　　　　　　　　　うみ

うみ　　　にっぽん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　りゅういきれんけいたいけんこうりゅう　　　にいがた　　　ながの　　　ふくしま

●主催  新潟開港150周年記念事業実行委員会   
　　　 （新潟市2019年開港150周年推進課内）TEL.025-226-2162

●共催  新潟日報社、信濃毎日新聞社、福島民報社

海のこと、川のこと、もっと詳しく調べてみよう！
川もり海もりプロジェクト HPはこちらから
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港
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港
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ろ
う
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日
本
一の
大
河「
信
濃
川
」

も
っ
と
学
ぼ
う
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暮
ら
し
を
支
え
た「
阿
賀
野
川
」

海
と

親
し
も
う
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新
潟
市
に
あ
る「
新
潟
港
」は
、

1
8
5
8（
安
政
５
）年
に
ア
メ
リ

カ
な
ど
５
か
国
と
日
本
が
結
ん
だ

修
好
通
商
条
約
で
、函
館
、横
浜
、

神
戸
、長
崎
と
と
も
に
開
港
五
港

の
一つ
に
選
ば
れ
、2
0
1
9
年
１

月
１
日
に
開
港
か
ら
1
5
0
周

年
を
迎
え
ま
す
。開
港
五
港
の
う

ち
、唯
一
、川
の
河
口
に
あ
る
港
と

し
て
、信
濃
川・阿
賀
野
川
の
舟
運

と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
開
港
1
5
0
周
年
を
き
っ
か
け

と
し
て
、新
潟
港
・
日
本
海
、そ
し

て
そ
こ
に
つ
な
が
る
信
濃
川
・
阿

賀
野
川
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、

好
き
に
な
っ
て
、こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
て
い
く
気
持
ち
を
育
む

「
川
も
り
海
も
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
川
・
海
・
港
は
、私
た
ち
に
多
く

の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な

宝
物
で
す
。海
に
面
し
て
港
を
持

つ
新
潟
県
、信
濃
川・千
曲
川
で
つ

な
が
る
長
野
県
、そ
し
て
、阿
賀
野

川
・
阿
賀
川
で
つ
な
が
る
福
島
県

の
み
な
さ
ん
に
は
、川
・
海
・
港
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
、川
の

上
流
・
下
流
の
暮
ら
し
を
お
互
い

に
思
い
や
り
、大
切
な
宝
物
を

ず
っ
と
一
緒
に
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　海洋大国日本の未来をつくるため、日本財団はみんなが海を知り、大切に守っていくためのさまざまな取り組みを全
国各地で行っています。信濃川・阿賀野川の流域である新潟・長野・福島の3県で繰り広げられた「川もり海もりプロ
ジェクト」は、日本財団の「海と日本プロジェクト」の一つとして行われました。

海と川はつながっている
これからもずっと、大切にしよう

うみ　　　　　　　　　かわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいせつ
1616（元和2）年
1672（寛文12）年

1697（元禄10）年
1843（天保14）年
1858（安政5）年

1869（明治元）年
1869（明治2）年
1963（昭和38）年
1964（昭和39）年
1969（昭和44）年
2011（平成23）年　

2019（平成31）年

新潟港の歴史

日本海 川もり海もりプロジェクト2 日本海 川もり海もりプロジェクト1

川　海　
プロジェクト
もり もり

新潟×長野
信濃川でつながる新潟・長野の小学5、6年生42
人が新潟市で1泊2日の体験交流
実施日：2018年8月1日・2日

　おもな体験
○事前学習会で千曲川・信濃川を学びクイズ作り
○日和山浜で海体験
○新潟港や新潟港湾空港技術調査事務所の見学
○お魚マイスター講座

新潟×福島 ■塩コース
阿賀野川でつながる新潟・福島の小学5、6年生
40人が佐渡市と新潟市で1泊2日の体験交流
実施日：2018年8月18日・19日

　おもな体験
○佐渡七浦海岸で塩作り体験
○佐渡真野海水浴場で海体験
○新潟港と新潟市歴史博物館みなとぴあ見学

新潟×福島 ■鉄コース
阿賀野川でつながる新潟・福島の小学3年生以上
の親子40人が新潟市と三条市で体験交流
実施日：2018年8月25日

　おもな体験
○新潟市歴史博物館みなとぴあ見学
○三条鍛冶道場で鍛冶体験
○農具を製造する相田合同工場見学

　新潟開港150周年をきっかけに、新潟港、日本海、そしてそこにつながる信濃川・阿賀野川のことをもっと知り、好
きになって、これからも大切にしていく気持ちを育む取り組みです。
　この本には、川・海・港の大切さや、今年実施した「体験交流会」に参加してくれたみなさんが学んだこと、感じたこ
となどをまとめました。

大河津分水路

関屋分水路
●新潟市

佐渡市

信
濃
川

新潟西港▼

阿
賀
野
川

●三条市

阿
賀
野
市
●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ながおかはんしゅ ほりなおより    みなとまち　　　　にいがた　　　　　　　　　　おこな

にほんかいがわ　　　しものせき　せとないかい　　　へ　　　おおさか　　えど　 　いた　　にしまわ　　こうろ

せいび

にしまわ　　こうろ　　はってん　　　　　ぜんこく　　　　　 　　そう　　ふね 　にいがたこう　　にゅうこう

にいがたまち　　ばくふりょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あいだ　　しゅうこうつうしょうじょうやく

むす　　　はこだて　よこはま　こうべ　ながさき　　　　　　にいがた　かいこう　　き

にいがたふ　　にいがた　 かいこう　　　　きゅうれき　めいじがんねん　　　　　　　　　せいれき

にいがたうんじょうじょ　のち　にいがたぜいかん　　かいしょ　　　　　　　　　　しょうわ　　　　　　 くにじゅうようぶんかざい　　してい

こうぎょうこう　　　　にいがたひがしこうけんせつ　はじ

　にいがたじしん　　はっせい　　にいがたこう　　かいめつてき　　ひがい　 　う

にいがたひがしこう　　かいこう

ひがしにほんだいしんさい　たいへいようがわ　　ひさい　　　　さい　か　　　　　みなと　　　　かつやく

こくさいきょてんこうわん　　えら　　　　　

　　　　　　　かいこう　　　しゅうねん　　むか

　　　　　　　　にいがたひがしこう　かいこう　　しゅうねん　　むか　　

げんな

かんぶん

げんろく

てんぽう

あんせい

めいじがんねん

めいじ

しょうわ

しょうわ

しょうわ

へいせい

へいせい

にいがたこう　　　　　　れきし

長岡藩主堀直寄が港町として新潟のまちづくりを行う
日本海側から下関・瀬戸内海を経て、大阪・江戸に至る西回り航路が
整備される
西回り航路の発展により、全国から3,500艘の船が新潟港に入港する
新潟町が幕府領となる
アメリカ、オランダ、イギリス、ロシア、フランスとの間で修好通商条約を
結び、函館、横浜、神戸、長崎とともに新潟の開港が決まる
新潟府が新潟を開港する（旧暦明治元年11月18日＝西暦1869年1月1日）
新潟運上所（後の新潟税関）が開所する→1969（昭和44）年に国重要文化財に指定
工業港として新潟東港建設が始まる
新潟地震が発生し、新潟港が壊滅的な被害を受ける
新潟東港が開港
東日本大震災で太平洋側が被災した際、代わりの港として活躍。
国際拠点港湾に選ばれる
1月1日に開港150周年を迎える
11月19日に新潟東港は開港50周年を迎える
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信濃川左岸緑地より佐渡汽船を見学する様子
しなのがわさがんりょくち　　　　　 さどきせん　　　けんがく　 　　ようす
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水
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大
で

す
。川
は
流
れ
る
と
き
に
山
を
削
り
、　

そ
の
土
砂
を
一
緒
に
運
ん
で
き
ま
す
。

松
本
盆
地
は
主
に
犀
川
が
運
ん
だ
土

砂
で
造
ら
れ
ま
し
た
が
、長
野
盆
地
は

千
曲
川
や
犀
川
が
運
ん
だ
土
砂
が
積

も
っ
た
上
を
、川
が
何
度
も
流
れ
る
道

を
変
え
た
結
果
、地
面
が
平
ら
な
地
形

に
な
り
ま
し
た
。新
潟
平
野
は
、大
昔

は
海
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
川
が
上
流
か
ら

運
ん
で
き
た
大
量
の
土
砂
が
積
も
っ
て

で
き
た
土
地
で
す
。私
た
ち
の
暮
ら
す

　　　　

場
所
は
、千
曲
川
・
信
濃
川
が
長
い
時

間
を
か
け
て
平
ら
に
し
た
土
地
の
上
に

あ
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
川
は
土
砂
と
一
緒
に
山
の
栄

養
分
も
た
く
さ
ん
運
ん
で
き
ま
す
。こ

れ
が
田
ん
ぼ
や
畑
だ
け
で
な
く
、川
が

注
ぎ
込
む
海
の
生
き
物
に
と
っ
て
も
欠

か
せ
な
い
養
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。私
た

ち
が
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
、魚
を
食

べ
ら
れ
る
の
も
川
の
お
か
げ
で
す
。

日本海 川もり海もりプロジェクト4 日本海 川もり海もりプロジェクト3

川
は
土
砂
を
運
び

栄
養
も
運
ん
で
く
れ
る

長野市●

ちくまがわ

しなのがわ

上田市
●

●松本市

な
が
の
け
ん

に
い
が
た
け
ん

●
新
潟
市

▲

▲

▲谷川岳

犀川

魚野川

千曲川

信濃川

千曲川

信濃川

新
潟
県

ぐ
ん
ま
け
ん

群
馬
県

ふ
く
し
ま
け
ん

福
島
県

長
野
県

信濃川・千曲川 DATA
●源流「甲武信ケ岳」から河口まで延長367キロメートル
　日本で最も長く、水量の多い河川。
●現在流域に暮らす人、およそ290万人。

新潟西港▼

 ながのし

うえだし

まつもとし

さいかわ

たにがわだけ

にいがたにしこう

うおのがわ

誇
り
に
し
よ
う

日
本
一の
大
河

信
濃
川

もっと知ろう! 日本一の大河「信濃川」①

　
山
梨
・
埼
玉
・
長
野
3
県
の
県
境
に

あ
る
甲
武
信
ケ
岳
か
ら
、そ
の
川
は
始

ま
り
ま
す
。長
野
県
で
は「
千
曲
川
」と

呼
ば
れ
、北
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る

犀
川
と
長
野
市
で
合
流
し
、新
潟
県
に

入
る
と「
信
濃
川
」と
名
前
を
変
え
て

新
潟
市
で
日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。そ
の

長
さ
と
流
量
は
日
本
一
。

　
源
流
部
か
ら
新
潟
市
ま
で
は
直
線

距
離
で
2
2
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す

が
、何
度
も
曲
が
り
な
が
ら
流
れ
る
た

め
、全
長
は
3
6
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
。こ
の
間
、川
は
私
た
ち
に

さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。　
　新潟 長野

　新潟市にある新潟港湾・空港整備事
務所で大型浚渫兼油回収船「白山」の説
明を受けました。「白山」は、新潟港の水
の深さを船が安全に行き来できる深さ
に保つため、港の底にたまった土砂を一
年中取り除いています。千曲川・信濃川
は、いまもたくさんの土砂を下流に運ん
できています。

　新潟、長野の小学5、6年生は体験交流会の前に、ま
ずは自分たちの地域を学ぼうと、それぞれの県で事前
学習会を開催。新潟会場、長野会場をインターネットで
つなぎ、学んだ内容でクイズを作って出し合いました。
長野からは「千曲川の源流は、いくつの県にまたがって
いるでしょうか」、新潟からは「しゅんせつ船白山は何を
する船でしょうか」というクイズが出されました。
（ クイズの答えは3、4ページの中に書かれています ）

千
曲
川・信
濃
川
っ
て
、

ど
ん
な
川
？

　　　にいがたし　　　　　　　　にいがたこうわん　　　　くうこうせいびじ

　むしょ　　　おおがたしゅんせつけんあぶらかいしゅうせん　　はくさん　　　　せつ

めい　　　う　　　　　　　　　　　はくさん　　 　　　にいがたこう　　　みず

　　ふか　　　　ふね　　　あんぜん　　　い　　　き　　　　　　　ふか

　　たも　　　　　　　みなと　　そこ　　　　　　　　　　　どしゃ　　　いち

ねんじゅう　と　 　のぞ　　　　　　　　　　　　ちくまがわ　 　　しなのがわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 どしゃ　　 　かりゅう　　　はこ

　　 にいがた　　ながの　　　しょうがく　　　　　ねんせい 　　たいけんこうりゅうかい　 　　まえ

　　　　　じぶん　　　　　　　　ちいき　　　まな　　　　　　　　　　　　　　　　　　けん　　　じぜん

がくしゅうかい　 　かいさい　　にいがたかいじょう　　 ながのかいじょう

　　　　　　　 まな　　　　　ないよう　　　　　　　　　　　つく　　　　　だ 　　あ

ながの　　　　　　　　　ちくまがわ　　　げんりゅう　　　　　　　　　　　けん

　　　　　　　　　　　　　　　にいがた　　　　　　　　　　　　　　　　　せん　はくさん　　　なに

　　　　ふね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　　　　　　　　こた　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　か

菜の花は肥料成分の多い土でな
ければ育ちません。長野県で江戸
時代から菜の花が盛んに栽培され
ているのは、千曲川が栄養豊かな
土を運んでくれているからです。

長野県の菜の花

広大な田んぼの多くは信濃川水系※の水を使っています。
信濃川の水面より低い標高0m以下のところもあるよ

新潟平野

県境
ここで川の名前が変わるよ

長野盆地
標高およそ350m

に
い
が
た
し

標高およそ600m。
犀川はここから下って
長野盆地へ

 げんりゅう　　    こぶしがだけ　　　　　 　かこう　　　えんちょう　　　　　　　　　　　　

にほん　　もっと　　なが　　すいりょう　　おお　　かせん

げんざいりゅういき　　く　　 ひと　　　　　　　　 まんにん

「
白
山
」は
ね
、

船
の
底
か
ら
ポ
ン
プ
を

伸
ば
し
て

掃
除
機
み
た
い
に

土
砂
を
吸
い
込
む
ん
だ
よ

長
野
の

お
友
だ
ち
に
、

こ
ん
に
ち
は
！ 松本盆地

甲武信ケ岳
千曲川の源流。標高2,475mで甲州（山梨）、
武州（埼玉）、信州（長野）の3県にまたがる
からこの名前

こぶしがだけ

槍ケ岳
3,180m、日本で
5番目に高い山

やりがたけ

大河津分水路
おおこうづぶんすいろ

にいがたへいや

ながのぼんち

けんざかい

ながのけん　　　　な　　 　はな

にいがた ながの

海
の
魚
に
も

川
か
ら
流
れ
る

森
の
栄
養
が

大
事
な
ん
だ
ね

事前学習会新潟会場の様子（7/21）

※大きな川に合流する川、途中で枝分かれする川をあわせて「水系」と呼びます

お魚マイスター講座（8/2）
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日本海 川もり海もりプロジェクト6 日本海 川もり海もりプロジェクト5

川
や
海
と
と
も
に
あ
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

私
た
ち
の

暮
ら
し
と
川
は
、

こ
ん
な
に
近
い

　
川
の
水
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
区
別
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。家
庭

や
工
場
か
ら
出
る
排
水
は
き
れ
い
に

処
理
さ
れ
川
に
流
さ
れ
ま
す
が
、家
庭

か
ら
流
す
水
を
で
き
る
だ
け
汚
さ
な
い

こ
と
が
、川
と
海
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、川
は
時
に
恐
ろ
し
い
水
害
を

も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。川
は
増

水
す
る
と
、あ
ふ
れ
た
り
、流
れ
を
変

え
て
し
ま
っ
た
り
も
し
ま
す
。そ
れ
で

は
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
の

で
、川
が
同
じ
場
所
を
安
定
し
た
水
の

量
で
流
れ
て
い
く
よ
う
に
す
る
の
が

「
治
水
」で
す
。そ
の
時
代
に
あ
っ
た
技

術
を
用
い
て
治
水
は
続
け
ら
れ
、集
中

豪
雨
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、現
在
も

日
々
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
増
水
時
に
は
上
流
か
ら
流
れ
て
き

た
ゴ
ミ
や
倒
木
が
橋
な
ど
で
詰
ま
っ
て

ダ
ム
の
よ
う
に
な
り
、そ
こ
か
ら
水
が

あ
ふ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山
を
き
れ
い
に
し
た
り
、森
を
元
気
に

し
た
り
す
る
こ
と
は
、災
害
を
防
ぐ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
川
は
と
て
も

近
い
存
在
で
す
。一
人
一
人
が
川
と
海
と

と
も
に
あ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

600 万キロワット※

10 万4,000
ヘクタール
10 万4,000
ヘクタール

最大
出力

もっと知ろう! 日本一の大河「信濃川」②

新潟、長野のさまざまな産業にも信濃川の水
は使われている。工業用水には、水系全体で
水道水の1.2倍使われている。

農業用水は10万4,000ヘクタールの農地を
潤している。その面積は日本で4番目に大き
な湖である猪苗代湖およそ10個分に相当。

発生：1896（明治29）年7月22日
被害：新潟平野のほぼ全域が被災し、「信濃川百年史」によれば
　　　流失家屋は2万5,000戸。燕市の水位は4.4メートル。
対策：信濃川の流路が最も日本海に近づく燕市から水路を造り、一
　　　部を日本海に放出する大河津分水路を建設。当時「東洋一
　　　の大工事」と呼ばれ、13年にわたる工事を経て1922（大正
　　　11）年に完成。

横田切れ横田切れ
発生：1742（寛保2）年8月2日
被害：洪水と土砂崩れが多発し、千曲川流域の死者はおよそ2,800
　　　人と推定。長野県小布施町押羽地区に建つ洪水水位標によ
　　　れば深さ10.9メートルに達し、この地点の観測史上最高位。
対策：松代藩（長野市）は川の流路を城から離れた場所へ移して、
　　　蛇行も抑える「瀬替え」を行い、洪水から18年後に完成。

戌の満水戌の満水

川
幅
い
っ
ぱ
い
に

水
が
あ
っ
て
、

千
曲
川
と
違
う
ね

信濃川水系で
過去に
起きた
大水害

こ
ん
な
に
使
わ
れ
て
い
る
信
濃
川
水
系
の
水

こ
ん
な
に
使
わ
れ
て
い
る
信
濃
川
水
系
の
水

信濃川水系では明治30年代から水力発電が
行われ、電力によって日本の近代化を支えた。

水力発電所の数も発電量も日本の河川で最も多く、山
手線など首都圏の電車にも信濃川水系で発電した電気
が送られている。

流域に暮らす人およそ290万人。
うち276万人が使う水道水が信濃川水系
から供給。
家庭で1人が1日で
使う水の量は 
およそ250リットル。

125 本1人1日 125 本1人1日
2ℓのペットボトル2ℓのペットボトル

　1922(大正11)年に完成した大河津分水
路は、信濃川本流の膨大な水量を河口の手前
で一部日本海に流し、下流の新潟平野を水害
から守るために造られました。千曲川、信濃川
上流に大雨が降り川の水の量が増えると、下
流に流す一定量以外はすべて大河津分水路
から日本海に流しています。昔は毎年のように
水害にあって、あまり米がとれなかった新潟平
野が、全国有数の米産地になれたのは大河津
分水路のおかげです。

新潟平野を守る大河津分水路

※1時間の発電量が住宅1,400戸の1年分の使用電力に相当

川
な
の
に

佐
渡
や
北
海
道
に
行
く

大
き
な
船
が

入
っ
て
く
る
よ
！

こ
こ
が

港
な
ん
だ
っ
て

信濃川が新潟平野に入ってから一番海に近くなるところ

で造られた大河津分水路。分かれたあとは信濃川本流の

方が分水路よりも細くなっています

大河津分水路

日本海

信濃川本流
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ふ
せ

　
わ
た
し
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
か
わ

ち
か
　
　
そ
ん
ざ
い
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と
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う
み
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
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わ
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た
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わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
千
曲
川
・
信
濃
川
は
大
昔
に
私
た
ち
の
暮
ら
す
平

ら
な
土
地
を
造
っ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
、水

道
か
ら
出
て
く
る
水
も
、田
畑
の
水
も
信
濃
川
水
系

を
流
れ
る
水
。そ
し
て
信
濃
川
水
系
の
発
電
用
ダ
ム

は
た
く
さ
ん
の
電
気
を
つ
く
り
、首
都
圏
の
電
車
も
走

ら
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ち
く
ま
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　し
な
の
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お
お
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わ
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ど
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み
ず
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は
た
　
　　
み
ず
　

　
し
な
の
が
わ
す
い
け
い

　
　
な
が
　
　
　
　
み
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
の
が
わ
す
い
け
い
　
　
　
は
つ
で
ん
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
と
け
ん
　
　
で
ん
し
ゃ
　
　
は
し

か
わ

　
さ
ど
　
　
　
　
ほ
っ
か
い
ど
う
　
　
　
い

お
お
　
　
　
　
　
ふ
ね

は
い

み
な
と

か
わ
は
ば

み
ずち

く
ま
が
わ
　
　
　　
　
ち
が

しなのがわ　　　にいがたへいや　　はい　　　　　 　いちばんうみ　　ちか

　　つく　　　　　　おおこうづぶんすいろ　　わ　　　　　　　　　　　しなのがわほんりゅう

ほう　　ぶんすいろ　　　　　ほそ

はっせい　　　　　　　　かんぽう

ひがい　　　　こうずい　 　　どしゃくず　　　　　　たはつ　　　　　ちくまがわりゅういき　　　　ししゃ

　　　　　　　にん　　すいてい　 　ながのけんおぶせまちおしはちく　　　　　 　　た　　　　こうずいすいいひょう

　　　　　　　　　　　ふか　　　　　　　　　　　　　　　たっ　　　　　　　　ちてん　　　　　かんそくしじょうさいこうい

たいさく　　 　まつだいはん　　　ながのし　　　　　かわ　　　りゅうろ　　　しろ　　　　はな　　　 　　ばしょ　 　　うつ

　　　　　　　 だこう 　　おさ　　　　 　　せが　　　　　　おこな　　　こうずい　　　　　　　ねんご　　　かんせい　　　

はっせい　　　　　　　　　めいじ

ひがい　　　　にいがたへいや　　　　　　　　ぜんいき　　　　ひさい　　　　　　　しなのがわひゃくねんし

　　　　　　　　りゅうしつかおく　　　　まん　　　 　　こ　　つばめし　　　すいい

たいさく　　　　しなのがわ　　 　りゅうろ　 　もっと　　にほんかい　 　ちか　　　　つばめし　　　　　すいろ　　　つく 　　いち

　　　　　　　　ぶ　　　にほんかい　 　ほうしゅつ　　　　　　　おおこうづぶんすいろ　　　　けんせつ　　 とうじ　　　とうよういち

　　　　　　　　　　　だいこうじ　　 　　よ　　　　　　　　　　ねん　　　　　　　 　　こうじ　 　　へ　　　　　　　　　たいしょう

　　　　　　　　　　ねん　 　かんせい

　　　　　　　　たいしょう　　　　ねん　　かんせい　　　　　おおこうづぶんすい

ろ　　　　　しなのがわほんりゅう　　　ぼうだい　　すいりょう　 　かこう　　 　てまえ

　　いちぶ　 にほんかい 　　なが　 　　かりゅう 　　にいがたへいや　 　すいがい

　　　　まも　　　　　　　　つく　　　　　　　　　　　ちくまがわ　 　しなのがわ

じょうりゅう　　おおあめ 　　ふ　　 かわ　　みず　　りょう　 　ふ　　　　　　　　か

りゅう　　なが　 　いっていりょういがい　 　　　　　　　　　おおこうづぶんすいろ

　　　　　にほんかい　　なが　　　　　　　　　　むかし　　　まいとし

すいがい　　　　　　　　　　 　　　こめ　　　　　　　　　　　　　　にいがたへい

や　　　　ぜんこくゆうすう　　　こめさんち　　　　　　　　　　 　　おおこうづ

ぶんすいろ

にいがたへいや　　　　まも　　　　おおこうづぶんすいろ

　　しなのがわすいけい　　　　　　　めいじ　 　　ねんだい　　　　　すいりょくはつでん

おこな　　　　　でんりょく　　　　　　　　にほん　　 　きんだいか　　　ささ

　　すいりょくはつでんしょ　　 　　かず　　　はつでんりょう　 　　にほん　 　　かせん　 　　もっと　 　おお　　　　やまの

　てせん　　　　　　　しゅとけん　　 　　でんしゃ　　　 　　　しなのがわすいけい　　　　　はつでん　　　　　　でんき

　　　おく

　かてい　　　　ひとり　　　いちにち

つか　　みず　　　りょう

にいがた　　　ながの　　　　　　　　　　　　　さんぎょう　　　　　　しなのがわ　　　　みず

　　つか　　　　　　　　　　　　　　こうぎょうようすい　　　　　　　　すいけいぜんたい

すいどうすい　　　　　　　ばい　つか

　のうぎょうようすい　　　　　　　まん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうち

うるお　　　　　　　　　　　　　　　めんせき　　　　にほん　　　　　　ばんめ　 　　おお

　　みずうみ　　　　　　　　いなわしろこ　　　　　　　　　　 　　こぶん　　　　そうとう

りゅういき　　　　く　　　　　　ひと　　　　　　　　　　 　　　まんにん

　　　　　　　　　　まんにん　　　　つか　　　　すいどうすい　　　　　　しなのがわすいけい

　　　　 きょうきゅう

じかん　　はつでんりょう　　じゅうたく　　　　　こ　　　ねんぶん　　しようでんりょく　　　そうとう

いぬ　　　 まんすい よこたぎ

しなのがわすいけい

　　　かこ

　　お

　　 だいすいがい



海
は
た
く
さ
ん
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
が
、波
に
さ
ら
わ
れ
る
な
ど
、危
険
な
面
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
遊
ぶ
た
め
の
注
意
点
が
こ
ち
ら
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
靴
を
着
用
す
る
こ
と
で
、け
が
や
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
っ
か
り
守
っ
て
安
全
に
遊
ぼ
う
!!

日本海 川もり海もりプロジェクト8 日本海 川もり海もりプロジェクト7

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
靴
を
着
用
し
よ
う
！

親
し
も
う
！
1

海と① 正しく着用しよう！

② もしもおぼれそうになったら？

③ 岩場は必ずマリンシューズなど
　 ぬれても良い靴をはこう！

① 正しく着用しよう！

② もしもおぼれそうになったら？

③ 岩場は必ずマリンシューズなど
　 ぬれても良い靴をはこう！

体験レポート
参加したみんながレポートを
書いてくれました。その一部
を紹介します。

　
私
は
今
回
、
千
曲
川
が
信
濃
川

よ
り
長
い
と
知
っ
て
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
信
濃
川
は
新
潟
県
の
シ
ン

ボ
ル
な
の
に
長
野
県
の
千
曲
川
が

半
分
以
上
を
し
め
て
い
た
の
で
、

千
曲
川
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
千
曲
川
は
見
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
長
野
県
に
行
っ
て
、
千
曲

川
が
信
濃
川
と
ど
の
よ
う
に
ち
が

う
の
か
を
知
り
た
い
で
す
。
信
濃

川
は
千
曲
川
が
あ
る
お
か
げ
で
日

本
一
長
い
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
身
の
回
り
の
事
し
か
考

え
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
今
回
広

い
は
ん
囲
ま
で
見
る
こ
と
で
、
新

し
い
発
見
が
あ
っ
た
の
で
、
見
る

は
ん
囲
を
広
げ
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
千
曲
川
・
信
濃
川
に
つ
い
て
学
び
「
川
は
大
切
に
し
な
い
と
な
」

と
思
っ
た
。
理
由
は
、
信
濃
川
は
長
野
県
か
ら
新
潟
県
を
通
っ
て
日
本
海

へ
流
れ
込
む
こ
と
を
知
っ
て
「
私
た
ち
が
千
曲
川
を
汚
く
し
た
ら
、
新
潟

の
人
た
ち
は
と
て
も
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
〜
」
と
思
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
上
流
の
私
た
ち
長
野
県
民
は
、
上
流
だ
か
ら
川
が
き
た
な

い
こ
と
は
少
な
い
と
思
う
。
だ
が
自
分
た
ち
が
気
に
な
ら
な
い
か
ら
と
い

っ
て
ゴ
ミ
を
捨
て
て
し
ま
う
と
新
潟
県
の
信
濃
川
流
域
の
人
は
き
た
な
く

な
っ
た
水
に
大
め
い
わ
く
す
る
。
新
潟
の
人
た
ち
は
そ
の
水
を
使
っ
て
生

活
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
も
し
自
分
が
そ
う
い
う
立
場
だ
っ
た
ら
自

分
も
絶
対
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ぼ
く
が
今
回
の
川
も
り
海
も
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
初
め
て
知
っ
た
こ

と
は
、
次
の
二
つ
で
す
。

　
一
つ
め
は
し
ゅ
ん
せ
つ
兼
油
回
収

船
が
日
本
に
3
隻
し
か
い
な
い
の

に
、
そ
の
う
ち
1
隻
が
新
潟
港
に
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
名
前
は
白
山

で
す
。
そ
ん
な
す
ご
い
船
が
身
近
な

場
所
に
あ
っ
た
の
に
、
今
ま
で
気
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り

し
、
ほ
こ
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
二

つ
め
は
、
波
を
お
こ
す
機
械
で
海
岸

の
研
究
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
た

こ
と
で
す
。

新
潟
市
立
女
池
小
学
校
5
年
　

髙
橋
睦
喜 

さ
ん

新
潟
市
立
日
和
山
小
学
校
5
年
　

佐
藤
凜
音 

さ
ん

長
野
市
立
篠
ノ
井
西
小
学
校
6
年
　

前
山
ゆ
き
の 

さ
ん

新
潟
市
立
木
戸
小
学
校
6
年
　

杉
原
心
愛 

さ
ん

●ファスナー、ベルトは全てしっかりしめて体に密着させること
●海に落ちたときに脱げてしまっては意味がありません

●岩や、岩に付着した貝やウニなどで足を切ってしまう
●オニカサゴなど毒を持つ魚が岩陰にひそんでいること
　があります。気づかずに踏んでしまうと大変!!
●ビーチサンダルのようなつっかけるタイプは波で脱げて
　しまうので靴をはこう!

×

夕方バーベキューをした後、みんなで

たき火を囲みました。そしてこの後、真

っ暗になってからスナガニ探し！

　
ぼ
く
は
新
潟
市
の
中
央
区
で
生
ま
れ
て
お
り
、
海
は
す
ご
い
知
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
来
て
分
か
っ
た
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
は

ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
音
が
鳴
る
砂
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く

は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。
さ
わ
っ
て
み
た
ら
本
当
に

鳴
っ
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
海
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
無
関
心
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
来
て
無
関
心
か
ら
関
心
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
こ
の
こ

と
を
す
ご
く
ほ
こ
り
に
思
い
ま
す
。
今
度
は
海
の
こ
と
を
み
ん
な
に
言
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

新潟港湾空港技術調査事務所の水理実

験場で波を起こす実験を見学

そ
のライフジャケットを着用している場合

ライフジャケットを着用していない場合

ライフジャケットのおかげで

沈まないよ

岩場や波消しブロックの周囲は

海藻やさまざまな生き物がいて楽しい。

だけど靴をはかないと危ないよ

ライフジャケットがきちんと
締まっているかお互い確認

しよう

新潟 長野

川　海　
プロジェクト
もり もり

にいがた ながの

班ごとにまとめた2日間の体験

魚や貝がいるのでみんな水の中をのぞ

きこんでいました。小さな二枚貝が

いくつも採れました

●助けを呼ぼうとして手を上げると、体が真っ直ぐになって沈んでし
　まいます。あわてずに、仰向けになって両手を広げると、海ならば
　顔を出すことができます

●海の中では上（明るい方）を見る
●ライフジャケットを着けていれば必ず体が浮く
●両手を広げてラッコのような姿勢を取る
●何よりもあわてないこと

たいけん

　さんか

か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちぶ

　　しょうかい

う
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
ぐ
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
け
ん
　
　
　
め
ん

た
の
　
　
　
　
　あ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
い
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ
　
　
　ち
ゃ
く
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
こ
　
　
　
　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
も
　
　
　
　
　あ
ん
ぜ
ん
　
　
　
あ
そ

ち
ゃ
く
よ
う

く
つ

ゆうがた　　　　　　　　　　　　　　　あと

　　　 び　　かこ　　　　　　　　　　　　　　　あと　　ま

　 くら　　　　　　　　　　　　　　　 さが

さかな　かい　　　　　　　　　　　　みず　なか

　　　　　　　　　　　　　ちい　　　　にまいがい

　　　　　　 と

にいがたこうわんくうこうぎじゅつちょうさじむしょ　　　すいりじっ

けんじょう　なみ　　お　　　　じっけん　　けんがく

し　　　　　　　　　　　たが　　かくにん

しず

いわば　　なみけし　　　　　　　　　しゅうい

かいそう　　　　　　　 　　い　　もの　　　　　たの

　　　　　くつ　　　　　　　　　あぶ

砂浜も遊びの宝庫！でもいろんな漂着物があるから

素足はちょっと危険。

次に誰かがけがをしないように、ゴミは持ち帰ろう

すなはま　　あそ　　　　ほうこ　　　　　　　 　　ひょうちゃくぶつ

すあし　　　　　 　　きけん

つぎ　　だれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　も　　かえ

はん　　　　　　　　　　ふつかかん　　たいけん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべ　　　　　　　　　　　　　　からだ　　みっちゃく

うみ 　　お　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　 　　いみ

うみ　　なか　　　　うえ　　あ　　　　 ほう　　　　み

　　　　　　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　かなら　からだ　　う

りょうて　 　ひろ　　　　　　　　　　　　　　　 　　しせい 　　と

なに

ちゃくよう　　　　　　　　　　ばあい

ちゃくよう　　　　　　　　　　　　ばあい

たす　　　　 よ　　　　　　　　　　て　　　あ　　　　　　　からだ　　ま 　　す　　　　　　　　　　しず

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　あおむけ　　　　　　　　　　りょうて 　　ひろ　　　　　　　うみ

かお　　　だ

いわ　　　いわ　　ふちゃく　　　　かい　　　　　　　　 　　　あし 　　き

　　　　　　　　　　　　　　どく　　　も　　さかな　　いわかげ

　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　たいへん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なみ　　 ぬ

　　　　　　　　　くつ

いわば　　　　　 　かなら

ただ　　　　　　　　　　ちゃくよう

よ　　　　　 　くつ

かわ　　　　　　　 うみ



塩コース

　
会
津
か
ら
川
を
下
っ
て
く
る
ま
き

を
、新
潟
で
は
塩
作
り
に
使
う
と
い
う

意
味
で「
塩
木
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

日
本
の
塩
は
、ほ
と
ん
ど
が
海
水
を
沸

か
し
て
作
ら
れ
ま
す
。ず
っ
と
昔
は
新

潟
の
周
辺
で
も
塩
作
り
が
行
わ
れ
、森

の
豊
か
な
会
津
か
ら
の
ま
き
を
使
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。そ
し
て
新
潟
か
ら
会

津
へ
も
塩
が
た
く
さ
ん
運
ば
れ
て
い
ま

し
た
。味
付
け
や
保
存
食
づ
く
り
に
欠

　
　

と
で
人
々
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い

た
の
で
、港
を
使
っ
て
く
れ
る
会
津
の

人
々
は
大
事
な
お
客
さ
ん
。互
い
に
良

い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。　
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誇りにしよう！
港町を支えた阿賀野川
誇りにしよう！
港町を支えた阿賀野川

①まずは海水をくみ上げ
　ます。これが一番の重　
労働。
②平らで大きな釡に海水
　を入れたら、あとはひた
　すらまきを入れて熱し、
　海水を蒸発させます。
③塩の結晶ができてきた
　ら、何度もザルでこして
　不要な成分を取り除き
　ます。これをやらないと
　塩が苦くなってしまう大
　事な作業。苦い成分は
　豆腐を固める「にがり」
　です。

●

中ノ口川
なかのくちがわ

おおこうづぶんすいろ

●村上市
むらかみし

ほっかいどうほうめん

おおさか　　おおさか　　ほうめん

栃
木
県

と
ち
ぎ
け
ん

長
野
県

な
が
の
け
ん

福
島
県

ふ
く
し
ま
け
ん
阿賀川阿賀川

あががわ

●
会
津
若
松
市

あ
い
づ
わ
か
ま
つ
し

●

山
形
県

や
ま
が
た
け
ん

●新発田市
新発田川

小阿賀野川

しばたし
しばたがわ

こあがのがわ

只見川
ただみがわ

うおのがわ

新潟市●
にいがたし

●三条市
さんじょうし

●長岡市
ながおかし

大河津分水路

北海道方面へ

大坂（大阪）方面へ

もっと学ぼう! 暮らしを支えた「阿賀野川」①
海水から
塩作りを体験！
佐渡市の七浦海岸夫
婦岩で、海水からの塩
作りを体験しました。

①

②

　
栃
木
県
と
福
島
県
の
県
境
に
あ
る

荒
海
山
を
源
流
と
し
、福
島
県
で
は

「
阿
賀
川
」と
呼
ば
れ
、喜
多
方
市
で
猪

苗
代
湖
か
ら
流
れ
る
日
橋
川
、尾
瀬
沼

か
ら
流
れ
る
只
見
川
と
合
流
し
、新
潟

県
に
入
る
と「
阿
賀
野
川
」と
呼
ば
れ

て
新
潟
市
で
日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。

　
豪
雪
地
を
流
れ
る
た
め
、長
さ
の
割

に
水
量
が
多
く
、日
本
の
河
川
で
は
信

濃
川
に
次
い
で
第
2
位
。全
国
有
数
の

水
の
き
れ
い
な
川
で
も
あ
り
ま
す
。

　
鉄
道
や
自
動
車
が
な
か
っ
た
時
代
、

た
く
さ
ん
の
荷
物
や
重
い
荷
物
は
川
を

使
っ
て
運
ば
れ
て
い
た
の
で
、阿
賀
野

川
は
、信
濃
川
と
と
も
に
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
て
き
た
川
で
す
。

会
津
の
米
や
漆
器
、

新
潟
港
か
ら
各
地
へ

阿
賀
川
と
阿
賀
野
川

塩
む
す
び
を
作
り

み
ん
な
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。 しなのがわ

信濃川信濃川

阿賀野川
あがのがわ

阿賀野川

魚野川

六日町
むいかまち

信濃川舟運の最上流の港。
津川からここまで船で行けた

津川（阿賀町）
つがわ あがまち

1885（明治18）年までは福島県。
江戸時代は会津藩の港

通船川
つうせんがわ

▲

荒海山
標高1,581m
阿賀野川・阿賀川の
源流

●
尾
瀬
沼

奥只見湖●

●酒屋

　
江
戸
時
代
に
は
、津
川（
阿
賀
町
）

は
、新
潟
港
と
川
で
つ
な
が
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
運
ば

れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
時
代
で
は
、お
米

は
地
元
で
食
べ
る
以
外
は
売
り
買
い
の

中
心
地
だ
っ
た
大
坂（
い
ま
の
大
阪
）へ

運
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、会
津
の
米
は

津
川
で
船
に
積
み
込
み
新
潟
港
へ
と
運

ば
れ
、新
潟
港
で
大
き
な
船
に
積
み
替

え
て
、日
本
海
か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
て

大
坂
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。会
津
の
名

産
で
あ
る
漆
器
も
、新
潟
か
ら
船
で
全

国
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。一
方
、新
潟

の
町
は
、も
の
や
人
が
行
き
交
う
こ
　

新潟 福島

川　海　
プロジェクト
もり もり

にいがた ふくしま

か
せ
な
い
塩
も
、阿
賀
野
川
で
や
り
取

り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
川
の
役
割
と
言
え
ば
、飲
み
水
や
生

き
物
、美
し
い
景
観
を
イ
メ
ー
ジ
し
が

ち
で
す
が
、昔
の
川
は
今
の
道
路
や
鉄

道
の
役
割
を
担
っ
て
い
て
、今
以
上
に

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。

　
1
8
7
8(

明
治
11)

年
、イ
ギ
リ
ス

人
で
女
性
旅
行
家
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
が
会
津
若
松
か
ら
津
川
、津
川
か
ら

新
潟
を
旅
し
て
い
ま
す
。彼
女
が
後
に

書
い
た「
日
本
奥
地
紀
行
」に
よ
れ
ば
、

津
川
か
ら
新
潟
ま
で
阿
賀
野
川
を
下

　
　

る
定
期
船
が
朝
の
8
時
に
出
て
い
た
そ

う
で
す
。新
潟
ま
で
は
8
時
間
か
か
り
、

料
金
は
30
銭
。当
時
通
っ
て
い
た
東
京

の
新
橋̶

品
川
間
の
鉄
道
料
金
を
基

準
に
す
る
と
、30
銭
は
い
ま
の
9
6
0

円
く
ら
い
で
す
。彼
女
が
乗
っ
た
船

は
、
25
人
く
ら
い
の
人
と
荷
物
を
運
ん

だ
そ
う
で
す
。時
間
は
ず
い
ぶ
ん
ゆ
っ

た
り
で
す
が
、当
時
船
は
最
も
重
要
な

交
通
機
関
で
し
た
。

津
川
↓
新
潟
は
船
で
8
時
間

新潟港
信濃川河口にあり、いまの新潟西港

イザベラ・バード　
金坂清則著
「イザベラ・バードと日本の旅」
（平凡社.2014）より

あらかいざん

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
も

川
で
運
ん
だ

③

にいがたこう

む
か
し
、川
は

い
ま
の
道
路
や

鉄
道
の
役
割
を

担
っ
て
い
た

●源流「荒海山」から河口まで延長210キロメートル
●信濃川に次いで日本で2番目に水量の多い河川
●現在流域に暮らす人、およそ56万人

阿賀野川・阿賀川 DATA
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げんざいりゅういき　　く　　 ひと　　　　　　　 まんにん

 かなさか きよのり　ちょ

 にほん　　　たび

 へいぼんしゃ

 あがのがわ　　　　あががわ　　　　データ

100年ほど前の阿賀野川は、
帆を張った船が盛んに行き
来していました

阿賀野川の帆船
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たい　　　　　　おお　　　　　　かま　　　　かいすい

　　　い

　　　　　　　　　　　　い　　　　　　ねっ

かいすい　　　　じょうはつ

しお　　　　けっしょう

　　　　　なんど

　ふよう　　　　　せいぶん　　　　と　　　　のぞ

しお　　　にが　　　　　　　　　　　　　　　　だい　

　じ　　　　　さぎょう　　　にが　 　　せいぶん

　とうふ　　　　かた　　

 　　　さどし　　　　　　　　ななうらかいがんめおといわ

　　　　　　　　　　かいすい　　　　　　 　　しお

づく　　　　　　たいけん　　　

 しお

かいすい

しおづく　　　　　　　　　　　　たいけん　　　

し
お

つ
く

昔は信濃川とくっついていた!!

昔はここが阿賀野川本流だった

むかし　   しなのがわ

むかし　                     あがのがわほんりゅう

かわ　　　　　　　 うみ
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つ
な
が
り
の
は
じ
ま
り
は
川
港

海
と
川
、港
と
船

大
切
に
し
た
い
つ
な
が
り

　

港
に
は
、船
が
波
の
影
響
を
受
け
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。現
代
で
は
、海
に
大
き
な
堤

防
を
造
る
な
ど
し
て
港
を
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、昔
は
そ
う
し
た
技

術
が
な
か
っ
た
た
め
、海
岸
に
面
し
た

入
り
江
や
、川
が
海
へ
と
つ
な
が
る
河

口
に
港
が
造
ら
れ
ま
し
た
。入
り
江
の

港
は
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
ま
す

が
、河
口
の
港
は
海
だ
け
で
な
く
陸
地

に
も
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。開
港
五
港
の
中
で
、新
潟

港
だ
け
が
河
口
に
あ
る
港「
川
港
」　

で
す
。

　

新
潟
港
は
、日
本
一
の
長
さ
と
水
量

を
誇
る
信
濃
川
、水
量
で
は
そ
れ
に
次

ぐ
阿
賀
野
川
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。海
を
使
っ
て
全
国
に
荷
物
を
運
ぶ

だ
け
で
な
く
、会
津
か
ら
金
物
の
産
地

と
し
て
栄
え
た
三
条
や
関
東
へ
の
入
り

口
だ
っ
た
六
日
町
へ
荷
物
が
送
ら
れ
る

な
ど
、川
を
使
っ
て
た
く
さ
ん
の
も
の

が
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
、新
潟

港
は
二
つ
の
川
を
通
じ
て
、川
沿
い
の

町
や
村
と
広
い
範
囲
で
つ
な
が
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

開
港
し
た
1
5
0
年
前
の
新
潟
は
、

河
口
に
面
し
た
狭
い
と
こ
ろ
だ
け
が
ま

　
ち
で
、港
を
出
入
り
す
る
船
を
見
な
が

ら
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
し
た
。ま

ち
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
堀
が
あ
っ

て
、ど
こ
へ
で
も
船
を
使
っ
て
荷
物
を

運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

船
や
港
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、昔
は
今
以
上

に
港
に
寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
方
を
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、港
に
つ
な
が
る
川

を
使
い
、よ
り
広
い
範
囲
の
人
々
が
つ

な
が
り
を
持
ち
、お
互
い
の
暮
ら
し
を

支
え
合
っ
て
き
た
の
で
す
。

もっと学ぼう! 暮らしを支えた「阿賀野川」②

港と鍛冶を体験!
　新潟市歴史博物館みなとぴあで、福島
県と船で行き来していた江戸時代の様子
を学びました。みなとぴあは150年前の新
潟開港の時に税関が建った場所にあり、い
まも目の前を船が通ります。

熱
し
た
五
寸
釘
、

た
た
く
と
ど
ん
ど
ん

形
が
変
わ
っ
て
い
く
よ

新潟 福島

川　海　
プロジェクト
もり もり

にいがた ふくしま

　塩と同じように阿賀野川で福島県に運ばれたものの一つに、包
丁や農機具などの金物があります。江戸時代、原料の鉄は島根県か
ら船で新潟に運ばれ、川船で信濃川を三条へ。ここで金物になって
信濃川から阿賀野川へ入り、会津へ運ばれていました。

日
本
全
国
で

使
わ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
形
の

く
わ
を
作
っ
て
い
る

工
場
だ
よ

かじ たいけんみなと

農機具をつくる相田合同工場（三条市）の見学

税関は、国をまたいで売り買いする場合に
かかる税金を納める機関。同時に、国が定
めた輸出入禁止のものが含まれていない
か監視し、何がどれだけ輸出入されている
かも調べています。国際港、そして国際空
港には税関があり、国をまたぐ売り買いを
調べています。その記録によると、開港した
年に新潟港から、福島県で生産された蚕
卵紙（カイコの卵が産みつけられた紙）が
輸出されていました。

港に欠かせない税関
現在の新潟港（新潟西港）。
まちの中まで大きな船が入ってくるのは、日本では川港である新潟ならではの景観です

いまの新潟市歴史博物館みなとぴあのあたり
の景色です。100年ほど前までは信濃川に木造
帆船がたくさん出入りしていました。

二
つ
の
川
と
つ
な
が
る
川
港

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
は
、

外
国
と
の
人
の
行
き
来
や
も
の
の
売
り

買
い
は
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、1
8
5
8（
安

政
５
）年
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
五
つ
の

国
と
国
際
条
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、横
浜
、神
戸
、長
崎
、函
館
、新
潟
の

五
つ
の
港
に
限
定
し
て
、人
や
も
の
の

行
き
来
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
五

つ
の
港
を「
開
港
五
港
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。

150年前、新潟港が開港して間もなく、船着き場に新潟税

関庁舎が建てられました。1969（昭和44）年に国の重要

文化財に指定

外
国
と
の
玄
関
口

「
開
港
五
港
」
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三条鍛冶道場（三条市）で五寸釘からペーパーナイフづくり

　　 　　ねんまえ　　にいがたこう　　かいこう　　　　ま　　　　　　　ふなつ 　　ば　　にいがたぜい

かんちょうしゃ　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうわ　　　　　　　くに　　じゅうよう

ぶんかざい　 　してい

ぜいかん　　　　くに　　　　　　　　　　　う　　　か　　　　　　　　ばあい

　　　　　　　ぜいきん 　　おさ　　　　　きかん 　　どうじ　 　　　くに　 　さだ

　　　　　　ゆしゅつにゅうきんし　　　　　　　　　　ふく

　　　かんし　　　　なに　　　　　　　　　　　ゆしゅつにゅう

　　　　 しら　　　　　　　　　　 　　こくさいこう　　　　　　　　　こくさいくう

こう　　　　　ぜいかん　　　　　　　　くに　　　　　　　　　う　　　か

しら　　　　　　　　　　　　　　 　　きろく　　　　　　　　　　かいこう

とし　　　にいがたこう　　　　　　　ふくしまけん　　　せいさん　　　　　　　さん

らんし　　　　　　　　　　たまご 　　う　　　　　　　　　　　　 　かみ

ゆしゅつ

　　　　　　　にいがたしれきしはくぶつかん

　　　けしき　　　　　　　　　　　　　　　まえ　　　　　　しなのがわ　　　もくぞう

はんせん　　　　　　　　　　でい

みなと　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　ぜいかん

げんざい　　にいがたこう 　にいがたにしこう

　　　　　 なか　　　　おお　　　　ふね　　はい　　　　　　　　　　　　にほん　　　　かわみなと　　　　　にいがた　　　　　　　　　　けいかん

　　　　　にいがたしれきしはくぶつかん　　　　　　　　　　　　　　　　ふくしま

けん　　ふね　　　い　　　き　　　　　　　　　　えどじだい　　　　　ようす

　　まな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ねんまえ　 　にい

がたかいこう　　　とき　　ぜいかん　　　た　　　　　ばしょ

　　　　め　 　まえ　　ふね　　とお

　　 しお　　おな　　　　　　　　　あがのがわ　　　　　ふくしまけん　　　はこ　　　　　　　　　　　　ひと　　　　 　ほう

ちょう　　 　のうきぐ　　　　 　　　かなもの　　　　　　　　　　　　えどじだい　　　げんりょう　　てつ　　　しまねけん

　ふね　　にいがた　 　はこ　　　　　かわふね　　　しなのがわ　　　さんじょう　　　　　　　　　かなもの

しなのがわ　　　　　　あがのがわ　　　　はい　　　あいづ　　　はこ

　ね
っ
　
　
　
　
　
ご
す
ん
く
ぎ

か
た
ち
　
　
か

に
ほ
ん
ぜ
ん
こ
く

つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
た
ち

　
　
　
　
　
　
つ
く

こ
う
じ
ょ
う

のうきぐ　　　　　　　　あいだごうどうこうじょう　　　さんじょうし　　　 けんがく

さんじょうかじどうじょう　　 さんじょうし　　　　ごすんくぎ

かわ　　　　　　　 うみ



も
ら
う
た
め
に
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
阿
賀

川
・
阿
賀
野
川
の
良
い
所
を
伝
え
て
行
き
た

　

帰りのカーフェリー。

餌を差し出すとウミネコがキャッチ!一
泊
二
日
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に
ほ
ん
か
い

 しお

たいけん

　さんか

か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちぶ

　　しょうかい

よる　　　さど　　　　　　　　ひとり　いっぱい

　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　き

こうら

かえ

えさ　　さ　　だ

　　　　　　　　　　たいけん　　お　　　　　　　　うえ

む　　　　　　　い　　　　　　　　 　　だれ　　お

ようぎょ　　　　　　　せ　　　　　　　　お　　　　　　　　つ

　　　ね　　　くろ　　　はんもん　　　　　　　　　　こがたこ

たい　　からだ　　　　めだ　　　　　もよう

　おおがたこたい　　　　 　　　あかいろ　 　みどりいろ　　　も

よう　　　　　　　　　　　　　　こがた　　　　こたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおがた　　　　こ

たい

　　　　　　　せい　　　か　　　　　さかな　　　　　　 　　さい

　　からだ　　いろ　　　　もよう　　　　か　　　 　　　よる

すな　　　なか　　　　　　　　 　　きゅうみん

　　　　　　　　　　　　ばしょ　　　いわ　 　かいそう

たいしょく　　　　せなかがわ　　　　きんいろ　　はらがわ　　　しろ

いろ　　　　　　　　　　　　お　　　　 　　　まえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うろこ

　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　えんがん　　　かい

ゆう

　　　　　　　　　　　　ばしょ　　　えんがん

たいちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃいろ　　　　ほそ

なが　　 さかな　　　　　　　　　　　う　　　　　たまご

　　　　　ま　　　　つ　　　　　　　　か　　　　　　　　 　まも

　　　　　　　　　　　ばしょ　 　いわば　 　あさせ

かわ　　　　　うみ

　　　　　 いがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅるい　　　　い　　　もの

　しゃしん　　　　　　 　　　しょうかい

　　　　　　　　　　　　　ばしょ　　　　　とくちょう　　　　なまえ　　　　おぼ　　　　　　い　　　もの　　　さが

うみ　　　　い　　　もの　　　　した

せっそくどうぶつ　 　かいがん　 　すな　 　なか　 　すあな

　　 つく　　　　　　　　　さゆう　　　　　　　　　　　　　おお

　　　　　　 こと

　　　　　　　　　　　 ばしょ　　すなはま

こがた　　　　こたい　　　　　　しろいろ　　おおがた　　　　こ

たい　　　　　みどりいろ 　　からだ　　　　　ほん　　　くろ

たて　　　　　　　ぽん　　　ほそ　　あか　　　てんじょう 　　たて

　　　　　　　　　　　　　こがた　　　　こたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおがた　　　　こたい

　　　　 せい　　　か　　　　　さかな　　　　　　　　さい

からだ　 　いろ　　　か　　　　 　　よる　　　すな　　　なか

　　　　　　　　きゅうみん

　　　　　　　　　　　ばしょ　 　すな

体の中に貝殻がある。生み出さ
れた卵の塊はウミソウメンと呼
ばれる。海藻を食べる。

ぜんちょう　　　　　　　　　　　 　　せいちょう　　　　　なんたい

どうぶつ　　からだ　 　いろ　 　あんかっしょく　　 　ちい

はくてん　　　　　たすうさんざい　　　　　　　　きけん　　　　かん

　　　　　　　　しげき　　　あた　　　　　　からだ　　　　むらさき

いろ　 　　えきたい　　　　だ　　　　　かい　　　いっしゅ

からだ　 　なか　　　かいがら　　　　　　　　　う　　　　だ

　　　　　たまご　　かたまり　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　　　　かいそう　　　た

　　　　　　　　　　　　ばしょ　 　いわ　 　かいそう

杯

かわ　　　　　　　 うみ
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